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　 　　 　　 　　 　一無 臭 化 細 菌 に よ る Dimethyl 　 sulfide の 除 去 （そ の 2 ） 一

　 　　 　　 　 （広大 生 物 生 産 ） ○ 川 手 雄 二
， 太 田 欽 幸

　 L 目 的 ： 演 者 ら は 、家 畜 排 せ ？ 物 な ど の 環 境 汚染 物 質 を 、極 め て 短 時 間 で 無 臭 化 処 理 す

る
一

群 の 無 臭 化 微 生 物 を 見 出 し た 。 ま ta、 こ れ ら の 無 臭 化 微 生 物 が 気 相 中 の 硫 化 水 素 を 取

込 み 、無臭 性 硫 黄 化 合 物 に 酸 化 す る こ と 、ま 免 他 の 悪 臭 性 硫 黄 化 合 物 を も 酸 化 無 臭 化 す る

こ と を 報 告 しだ 。 そ こ で 、今 回 は dlmethyl　 sulfide （DMS＞の 除 去 に 関 す る 研 究 を 続 鰻 す る 。

　 2．方 法 ： 供 試 菌 株 に Rhodococcus 　 sp ．B 。261菌 株 を 用 い て 、前 回 と 同 様 な 操 作 で eMS 除 去

実 験 を 行 っ た 。 前 圃 は 、 初 発 pH8 ．0 、3？℃ 、250rpm 回 転 振 と う で 8畤 問 培 養 し た 菌 体 を供 試

し 、 pH8 ．5、33 ℃ 、 125rpm 往 復 振 と う で 6 時 聞 反 応 さ せ る と 最 高 の 活 性 が 得 ら れ た こ と を 報

告 し た
1 ｝

。 今 回 は 、 洲 S除 去 活 性 を上 げ る た め 、ま 海 DMS 除 去 経 路 の 探 索 の た め 、炭 素 源 や

窒 素 源 、Ba2 †
イ オ ン 、他 の 硫 黄 化 合 物 な ど の 影 響 を 調 ぺ た 。ま た 、DMS が 除 去 さ れ た の ち

ど の よ うな 硫 黄 化 合 物 に 変 換 し て い る か に つ い て も 調 ぺ た 。

　 3 ．結 果 ： 生．育 培 地 の 炭 素 源 で あ る 低 級 脂 肪 酸 に 代 え て 、糖 や 有 機 酸 な ど を 添 加 す る と 、

ほ と ん ど 生 育 に 利 用 で き ず 活 性 に も 阻 害 的 で あ っ た 。 特 に 、 Gmcose を添 加 す る と 、 OMS 除

去 活 性 は 全 く な く な っ た 。ま た 、硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム を 除 去 し た 生 育 培 地 に 水 溶 性 の 硫 黄 化

合 物 を 添 加 し た 場 合 、無 添 加 に 比 べ Rhedococcus 　 sp ．B」261菌 株 の DMS除 去 活 性 は 高 ま っ た 。

し か し 、反 応 液 中 に 存 在 す る と 阻 害 的 に 働 く も の も あ っ ta。 ま た 、RhodOCOCCUS 　 sp ．B．261

菌 株 が DMS 除 去 を 行 っ た 後 、反 応 系 の 硫 黄 の 各形 態 を 分 析 し た 結 果 、単 体 硫 黄 の 増 加 が 見

ら れ た 。し か し 、チ オ 硫 酸 、亜 硫 酸 お よ び 硫 酸 根 な ど は 、検 出 で き な か っ た 。

　 1） 川 手 ， 太 闘 ： 日 本 農 芸 化 学 会 昭 和 63年 度 大 会 講 演 要 旨 集 ， pqo3 （1988） ．
　 　 　 　 Micr．obial 　Protection 　of 　Malodovr 　Pollution 　

−Revaova 璽　of 　Dimettlyl 　Sulfide 　by

　 　 　 　 Deod
’
orant 　Bacteria （Par 乞一2）一

　 　 　 　 ◎Yuji 　Ka い ate 　and 　Yoshiyukl 　Ohta 　（Facuity 　of 　APPIied 　Biological 　Science ，
　 　　 　 HiroShitag 　りnivers ｝ty ，Shitami 　Saijo −cho 　Higashi

−Hirosh ｝sua
．
shi 　724 ）
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1．　 目 的

生 物 脱 臭 法 に よ る 悪 臭 成 分 の 除 去 （第 2 報 ）

一
酢酸 臭 気脱 臭 菌 の 分 離 と 分 離 菌 に よ る 分 解 反 応

一

（鹿 島 建 設 ・技 研 ）　森 本 呂 義 ・
東 郷 芳 孝 。Q上 野 嘉 之

生 物 脱 臭 法 は 微 生 物 の 代 謝 機 能 を 利 用 し て 悪 臭 成 分 を 分 解 、 除 去 す る 脱 臭 法 と し

て 知 ら れ 、 特 に 最 近 注 目さ れ て い る 。 し か し 、 そ の 脱 臭 反 応 機 構 は 、 あ ま り 明 ら か に さ れ て い

な い 。 演 者 ら は 、 昭 和 62 年度 の 本 大会 で 繊維 質 泥 炭 を 使 用 した 生 物 脱 臭 法 の モ デ ル と し て 酢 酸

臭 気 の 脱 臭 機 構 に つ い て 検 討 し た 。

1）

　今 回 は 更 に 繊 維 質 泥 炭 及 び 活 性 汚 漏中 か ら 酢 酸 臭 気 脱 臭

に 関 与 し て い る 微 生 物 の 分 離 を 試 み 、 分 離 菌 に よ る 脱 臭 反 応 を 解 析 し た 。

　 2、　 方 法 　 酢 酸 脱 臭 微 生 物 の 分 離 の 為 に 酢 酸 及 び 酢酸 ナ ト リ ウ ム を そ れ ぞ れ 添 加 し た ブ イ ヨ

ン 培 地 と酢 酸 を 炭 素 源 と し た 合 成 培 地 を 使 用 し た 。 酢酸 分 解 活 性 は 前 述 の 培 地 に 分 離 菌 を 接 種

後 30 ℃ で 振 盪 培 養 し 経 日 的 に 酢 酸 量 の 変 化 を ガ ス ク m ．マ ト グ ラ フ で 追跡 し た 。 ま た L2e の ジ

ャ
ー フ ァ

ー メ ン タ ー
を 使 用 し て 活 性 汚 泥 中 の 高 効 率 の 酢 酸 分 解 能 力 を 有 す る 微 生 物 の ス ク 1｝

一

ニ ン グ を 行 な っ た 0

　 3． 結 果 　 （1＞　 酢 酸 を 炭 素 源 と し た 培 地 に 種 々 の 前 処 理 さ れ た 繊 維 質 泥 炭 を 添 加 し 30 ℃ で 振

盪 培 養 を 行 な っ た 結 果 、 酢 酸 が 完 全 に 消 費 さ れ 、 酢 酸 の 微 生 物 に よ る 分 解 が 再 確 認 さ れ た 。

｛2｝　 酢 酸 臭 気 脱 臭 に 供 し た 繊 維 質 泥 炭 か ら 酢酸 ブ イ ヨ ン 培 地 で 4 菌 株 、 酢 酸 ナ 5 リ ウ ム ブ イ ヨ

ン 培 地 で 7 菌株 、合 計 11 菌 株 が 分 離 さ れ 、そ の う ち 5 菌 株 に 酢 酸 分 解 能 力 が 認 め ら れ た 。

（3）　 ジ ャ
ー

フ ァ
ー

メ ン タ
ー

に よ る 集積 培 養 菌 は 酢 酸 以 外 の 4 種類 の 低 級 脂 肪 酸 に つ い て も 分 解

性 が 確 認 さ れ た 。 故 に Ct 〜 C6 の 低 級 脂 肪 酸 か らな る 悪 臭 物 質 は 、 繊 維 質 泥 炭 に よ る 脱 臭 が 可

能 で あ る と 示 唆 さ れ た 。 ま た 分 離 菌 は 現 在 、 同 定 中 で あ る 0

　 1 ） 昭 和 62 年 度 日 本 醸 酵 工 学 会 大 会 講 演 要 旨集 　 p ．167
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Masayoshi）vfOrimote ， Yoshitaka　Togo　and 　 Yoshiyuki 　 Ueno
Kajima　Institute　of 　Construction　Technology　，　Chofu　，　Tokyo　　　l　82 ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


